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論 文 内 容 の 要 旨
いままでに考えられていた Riemannの双1次関係式は, 二乗可積分な調和微分の集合 Z 'h の要素に
対して得られたものではなく, Z lh の要素で, さらに分割輪体に沿って周期が 0 の調和微分の集合として
与えられる Ilhseの要素に対して, 得られたものである｡ 面のクラスが狭いとき, たとえばグリー ン函数
が存在しない面 (すなわち O G) や 2 乗可積分な調和函数が存在 しない面 (すなわち O H D) においては,
zlh-Zlhseがなりたつから, 分割輪体からの周期は, 直接には現われないので, 問題はないのであるが,
面のクラスが広い場合には, この分割輪体からの周期が, 双 1次関係式の中で, どのような形で現われる
かが問題となる｡
それで, 申請者は 601, a'2 は Zlhにあって, この I'hを Zl乱 と Thsoとに分解したとき, a･i, (i- 1,2),
の Ilh*m 成分を w'i' とするとき, 関係式
(w l･ W 2* ) -nii.e 借 (‡｡ ,.W IL .a- 2 ｣ ｡ i a-2SB ,. W l 一割 A iW rSB i a- i, ｣ A ,.W- i, S B iW i,) 十 R i , ) ･
Ri,茎)[Ily,SBiij)Wl一鵜i,a-2)/ohi,]
を導き出した｡
この関係式は, 特殊の微分に適用されると, 従来の諸研究の結果となるので, 申請者はいろいろの場合
を考えて, 従来の研究の結果と比較している｡
参考論文第1部は, リー マン面の型に関するものであって, リー マン面が放物型であるための十分条件
を求め, これより, Nevanlinnaをはじめ, ほかの研究者による判定条件を導き出している｡
参考論文第 2 部, 第 3 部および第 4 部は主論文へいたる過程を示すものであって, 主として, ホモロジ
- 基に課せられた Kusunokiの条件を弱めることを対象にしている｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
開いた ) - マン面上の2乗可積分な調和微分の周期に関する研究は, フィンランドの Ahrforsから始
まるが,1946年に周期が有限個の場合に, いわゆる ｢ リ- マンの関係式｣ を樹立した｡ その後に, この関
係式を, 周期の個数が有限でない場合へ, 拡張することが考えられたが, 見るべき成果が得 られなかっ
た｡1956年に Kusunokiが, 周期の個数が有限でない場合- 拡張することに成功したのであるが, この
ときには, ホモロジ- 基の選びかたに, 若干の条件がつけられた｡ その後, このホモロジー基に対する条
件を中心として, いろいろの学者によって, 研究がつづけられていたが, 申請者もそのグル- プの1人で
ある｡




えるものではない, という性質のものであるため, この研究の成果は, いままでの諸研究の成果を, こと
ごとく包括するものである｡ したがって, 新 しい成果を得ているだけではなく, いろいろの研究者によっ
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